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※事業の推進方針は、前年度の事業評価書に基づいて記載しています。（Ａ…拡充　Ｂ…継続　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止）

栽培漁業振興対
策事業費

産業振興課
「獲る漁業」から「育てる漁業」への推進を図り、漁業経営の安
定化を図ります 5,916 5,532 Ｂ P55 P216

港湾施設維持管
理費

建設課 町管理港湾の施設維持・修繕等を実施します 9,673 8,357 Ｂ  P197

漁業振興対策事
業費

産業振興課
漁業生産基盤の向上や漁村・漁場環境の保全ならびに漁業経
営の安定化を図ります。 48,447 43,006 Ｂ P54 P215

漁港一般管理費 建設課
町管理漁港である4漁港（大井、日間賀、山海、豊丘）の一般
事務を実施します 1,276 1,161 Ｂ  P185

港湾一般管理費 建設課 町管理港湾である内海港の一般事務を実施します 228 252 Ｂ  P196

基本目標 地元をにぎわすしごとづくり

基本施策 豊かな海と産物を活かした水産業

本町の水産業は、豊かな漁場や良好な漁港といった強みから、愛知県内最大の水揚げ量、県内最多の漁業従
事者を擁しています。また、水産業は本町の重要な観光資源でもあり、町民にとっても南知多町の象徴的な存在
です。　一方で、漁場の環境悪化による漁獲量減少や燃料費高騰などのコスト高、食生活の変化による消費量
減少など、経営環境が悪化し、従事者の高齢化や後継者不足が続いています。

経営が安定し、水産業従事者や就業希望者にとって魅力ある水産業を目指します。
また、若者をはじめとした町民にとっても、観光客にとっても、美味しい海の幸が本町の魅力であり続け、本町産
業全体の価値創出の源泉であり続けることを目指します。

・水産資源の持続可能性を確保するため、漁場の造成や水質の改善などの環境保全、栽培漁業や資源管理型
漁業を推進します。
・新型感染症の拡大による消費の減少に対応するため、インターネットによる販売などの取り組みを支援します。
・水産業者等の設備の近代化支援により、生産性向上や、水産業従事者の就労環境の改善、衛生管理の強化
を図ります。
・現代の生活スタイルに適した加工品、市場に出荷しても安い魚種の有効活用、輸出力の強化など、販売の安
定化と高付加価値化を図ります。
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６．町民意識調査によるニーズ等

７．管理指標（ｐｔ）　町民意識調査による満足度

８．評価委員会の総合評価

５．地域との協働に関する取組み状況
○マルシェや市などに参加し、地元の水産物を楽しみながら購入する（個人）
○地元の水産物の魅力（おいしさやレシピなど）を口コミやSNSで情報発信する（個人・事業者）
○旬の地元水産物をメニューや品揃えに取り入れる（個人・事業者）
○浜清掃に参加（個人・事業者）、漁具を海に落とさないよう管理する（事業者）など

自由記述意見から実現の可能性が高い又は条件によっては実現可能な提案等に関する記述のみを抜粋【関連する主な予算事業の番号】
①インスタ・Twitter等南知多から発信されているSNSが弱いと感じる。中途半端ではなく統一感をもってフォローしてもらえるような見やすい投稿で情報発
信してほしい。
②漁業関係者のみではなく観光業者（ホテル・民宿・海上タクシー）にも補助金の支援が必要。
③浜清掃に参加（町民全体）ができる仕組み。
④住民もさらに魚介を手に入れやすい（購入を主として）場所や環境、企画が多いと地域経済がもっと回るのでは。働き盛り子育て世代のためにある程度
調理してあるものがあるとさらに売れる。
⑤師埼の朝市など商品は安くておいしいのに、施設の老朽化が目立ち人が汚いなと思う環境なのが残念に思う。
⑥魚を増やすための方策・枠組　方策は町単位でも大事ですが、海域・領域で取組むのが大事である。大変かと思います自分が言うのもなんですが。
⑦漁業者が使う施設の老朽化が目立つ【3】
⑧外国人労働者への依存などでなり手不足・南知多で子育てしてもらい現状（漁師が南知多に住まない、住居を構えない）という問題にたいする町の取組
みが不十分。第一次産業者が南知多に住んだ際の特典をより拡大すべき。
⑨海の状態が日々変化している中、漁獲量が不安定ではないか。漁業就業者も経済的には苦しく、将来の後継者も期待が薄くなるのではないかと不安
だ。町をあげて養殖などに力をいれてはどうか。
⑩名古屋から車で1時間の距離ということもあり、土日の日帰りドライブ客などは十分多い。問題は平日の宿泊客。飲食店も夜間は閑古鳥の店が多い。た
だ美味しいだけではなく、気軽さ、お値打ちさ、お得感などもアピールしなければ、都市の寿司チェーンなどには到底勝てない。
⑪現在町内で水産業・農業・観光業に従事している方の割合を知りたい、町内で新鮮な地の魚を販売している場所がもっとあるとありがたい
⑫SNSを使い情報発信をしているが町民の考えが古く、数十年前のバブル期のことばかりを比較し、前に進んでいない。南知多の良さをもっと町民が理解
することが大切。
⑬ユーチューブなどで南知多町で上がる魚を一匹ずつ詳しく紹介する（食べ方も）など。食材はいいのだから、調理法を都会の人、若者に抵抗なく魚を食
べてもらう宣伝を増やすなど。普段から小中学校の給食に地元でとれた魚介を出してほしい。美味しい魚や野菜がある町で何で冷凍ものを食べさせるの
か。
⑭主人は海の仕事をしている。海がきれいであれば魚が採れる。採れれば売れてお金ができ、買い物をする、というようにまわりまわってみんなが幸せに
なれたらいいなと思う。
⑮魚の採りすぎ、温暖化、環境問題等で漁獲量が減り、漁師は食べていけない方が出てきている。若者も親の漁師の仕事を継いでくれない。漁業者が食
べていけるよう十分な補償を願う。魚が減ってきた原因を研究し、町民に啓蒙してほしい。（特に環境問題）
⑯山川・森など自然を充実させることが水産業の充実につながることと考える。町民会等で守る・整備する運動を進めてほしい。
⑰漁業関係者が外国人労働力に頼っている面が多いと思うが、これまで以上に外国人に対する就業の機会を増すこと。また安心して生活できる環境を作
ることが行政として必要であること。昨年の台風被害により、豊浜漁港桟橋等がしばらく封鎖されたが、緊急対応が必要だったのでは。コロナに前後してイ
ワシ等の豊漁が続き、多くの釣り客が押し寄せた。漁港周辺にはごみが散乱し、釣船客の乗用者からのごみのポイ捨てなど観光客に対するマナー教育も
必要なのではないか。
⑱漁業従事者が率先して浜掃除をしているように感じない。漁港には漁業で使用したと思われるゴミが多い。利用者が限定される施設に多くの財源を投資
している事を漁業従事者がもっと知ってほしい。
⑲地元の水産物や飲食店の名所をSNSだけでなく、アフィリエイト業者等に委託し、さらに情報の発信、拡散をする。また、ネット通販等で全国的に南知多
の水産物を触れやすくする。
⑳地元の水産物を家庭でどう調理したらいいかわからなくて購入しないことがある。調理の仕方までわかると買いやすい。
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